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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　平均粒子径が５０μｍ以上９０μｍ以下であり、かつ、長径短径比が１．５以上３．５
以下であるの結晶セルロースと、
　ポリクオタニウム－７と、
　炭素原子数８～２２の高級脂肪酸塩と、
　多価アルコールと、
　を含有する皮膚洗浄料。
【請求項２】
　さらに、クレイを含む、請求項１に記載の皮膚洗浄料。
【請求項３】
　さらに、炭素原子数８～２２の直鎖状脂肪酸エステル構造を有する非イオン性界面活性
剤を含む、請求項１又は請求項２に記載の皮膚洗浄料。
【請求項４】
　前記結晶セルロースの含有量が、皮膚洗浄料の全質量に対して０．０１質量％～１０質
量％である、請求項１～請求項３のいずれか１項に記載の皮膚洗浄料。
【請求項５】
　前記結晶セルロースが、セオラスＫＧ－８０２、セオラスＫＧ－１０００、セオラスｐ
Ｈ－１０１、セオラスｐＨ－１０１Ｄ、セオラスｐＨ－１０２、セオラスｐＨ－２００、
セオラスｐＨ－３０１、セオラスｐＨ－３０１Ｄ、セオラスｐＨ－３０２、セオラスｐＨ
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－Ｆ２０ＪＰ、セオラスＵＦ－７０２及びセオラスＵＦ－７１１（以上、商品名、旭化成
ケミカルズ株式会社製、「セオラス」は登録商標）からなる群から選ばれる少なくとも１
種を含む、請求項１～請求項４のいずれか１項に記載の皮膚洗浄料。
【請求項６】
　さらに、コンディショニング剤を含む、請求項１～請求項５のいずれか１項に記載の皮
膚洗浄料。
【請求項７】
　前記コンディショニング剤が、イソステアリン酸フィトステリル、ラウロイルグルタミ
ン酸ジ（フィトステリル／オクチルドデシル）、ホホバ種子油、シア脂油、マカダミアナ
ッツ油、およびワセリンからなる群から選ばれる少なくとも１種を含む、請求項６に記載
の皮膚洗浄料。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、皮膚洗浄料に関する。
【背景技術】
【０００２】
　皮膚洗浄料には、優れた洗浄力とサッパリとした使用感が得られることから、高級脂肪
酸塩が多用されている。
　しかし、高級脂肪酸塩は、泡立ちが不十分で、洗い上がり後にツッパリ感が残る。また
皮膚洗浄料に高級脂肪酸を配合すると、低温保管時に析出が生じたり、固くなったり、高
温保管時に分離が生じたりするといった製剤の保存安定性について問題がある。これらの
問題を解決するために、様々な検討がなされている。
【０００３】
　例えば、特許文献１には、陽イオン性ポリマーとグルコース誘導体とを、高級脂肪酸塩
に配合することで、泡立ちを改善させた液体洗浄剤組成物が記載されている。
　特許文献２には、高級脂肪酸塩に２種類のポリオールを配合することで、洗い上がりの
ツッパリ感を改善させた洗浄剤組成物が記載されている。
　特許文献３には、高級脂肪酸塩に、非イオン性界面活性剤及び吸油性紛体を配合するこ
とで、泡立ち及び洗い上がりのツッパリ感を改善させたクリーム状皮膚洗浄料が記載され
ている。
　特許文献４には、高級脂肪酸塩に平均粒径サイズの異なる結晶セルロースを配合したこ
とで、使用時の泡立ちに優れた、適度なスクラブ感のある石鹸組成物が記載されている。
　特許文献５には、高級脂肪酸塩に結晶セルロース及びセルロース系増粘剤を配合したこ
とで、スクラブ効果を実感でき、製剤の保存安定性を改善させた皮膚洗浄料が記載されて
いる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開平３－２２７９１４号公報
【特許文献２】特開２０１０－１８０１８１号公報
【特許文献３】特開２０１２－１６７０３５号公報
【特許文献４】特開２００８－３７８４１号公報
【特許文献５】特開２０１０－２７００８５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　一方で、泡立ち改善のために配合される陽イオン性ポリマーは使用時に糸を引く曳糸性
を示すため、容器を汚してしまうことが明らかになった。また、スクラブ感のある、平均
粒子径の大きな結晶セルロースは、皮膚刺激又は異物感の原因ともなりうる。さらに、特
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許文献１～５に記載の皮膚洗浄料では、洗い上がりのツッパリ感の改善、又は経時安定性
が十分ではないことも明らかになった。
　このような状況において、肌に優しく、泡立ちに優れ、洗い上がりのツッパリ感がなく
、良好な経時安定性を示す皮膚洗浄料の開発が待ち望まれていた。
【０００６】
　本発明は、肌に優しく、泡立ちに優れ、洗い上がりのツッパリ感及び使用時の糸引きに
よる容器の汚れが抑制され、良好な経時安定性を示す皮膚洗浄料を提供することを課題と
する。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　前記課題を解決するための手段は以下の態様を含む。
＜１＞　平均粒子径が５０μｍ以上９０μｍ以下であり、かつ、長径短径比が１．５以上
３．５以下であるの結晶セルロースと、ポリクオタニウム－７と、炭素原子数８～２２の
高級脂肪酸塩と、多価アルコールと、を含有する皮膚洗浄料。
＜２＞　さらに、クレイを含む、＜１＞に記載の皮膚洗浄料。
＜３＞　さらに、炭素原子数８～２２の直鎖状脂肪酸エステル構造を有する非イオン性界
面活性剤を含む、＜１＞又は＜２＞に記載の皮膚洗浄料。
＜４＞　結晶セルロースの含有量が、皮膚洗浄料の全質量に対して０．０１質量％～１０
質量％である、＜１＞～＜３＞のいずれか１つに記載の皮膚洗浄料。
＜５＞　結晶セルロースが、セオラスＫＧ－８０２、セオラスＫＧ－１０００、セオラス
ｐＨ－１０１、セオラスｐＨ－１０１Ｄ、セオラスｐＨ－１０２、セオラスｐＨ－２００
、セオラスｐＨ－３０１、セオラスｐＨ－３０１Ｄ、セオラスｐＨ－３０２、セオラスｐ
Ｈ－Ｆ２０ＪＰ、セオラスＵＦ－７０２及びセオラスＵＦ－７１１（以上、商品名、旭化
成ケミカルズ株式会社製、「セオラス」は登録商標）からなる群から選ばれる少なくとも
１種を含む、＜１＞～＜４＞のいずれか１つに記載の皮膚洗浄料。
＜６＞　さらに、コンディショニング剤を含む、＜１＞～＜５＞のいずれか１つに記載の
皮膚洗浄料。
＜７＞　コンディショニング剤が、イソステアリン酸フィトステリル、ラウロイルグルタ
ミン酸ジ（フィトステリル／オクチルドデシル）、ホホバ種子油、シア脂油、マカダミア
ナッツ油、およびワセリンからなる群から選ばれる少なくとも１種を含む、＜６＞に記載
の皮膚洗浄料。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明によれば、肌に優しく、泡立ちに優れ、洗い上がりのツッパリ感及び使用時の糸
引きによる容器の汚れが抑制され、良好な経時安定性を示す皮膚洗浄料を提供することが
可能となる。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　以下、本発明の皮膚洗浄料について詳細に説明する。
　本明細書において「～」を用いて示された数値範囲は、「～」の前後に記載される数値
をそれぞれ最小値及び最大値として含む範囲を示す。
　本明細書において、組成物中の各成分の量は、組成物中に各成分に該当する物質が複数
存在する場合、特に断らない限り、組成物中に存在する当該複数の物質の合計量を意味す
る。
　本明細書において「経時安定性」とは、皮膚洗浄料を経時させた場合において硬度の変
動が抑制されることを意味する。
【００１０】
＜皮膚洗浄料＞
　本発明の皮膚洗浄料は、平均粒子径１００μｍ以下の結晶セルロースと、ポリクオタニ
ウム－７と、炭素原子数８～２２の高級脂肪酸塩と、多価アルコールと、を含有する。ま
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た、本発明の皮膚洗浄料は、必要に応じて更に他の成分を含んでいてもよい。
　本発明の皮膚洗浄料は、炭素原子数８～２２の高級脂肪酸塩及び多価アルコールに、平
均粒子径１００μｍ以下の結晶セルロースと、ポリクオタニウム－７とを併用することに
より、肌に優しく、泡立ちに優れ、洗い上がりのツッパリ感がなく、良好な経時安定性を
示す。
　また、平均粒子径１００μｍ以下の結晶セルロースは、ポリクオタニウム－７のＤＡＤ
ＭＡＣ(ジアリルジメチルアンモニウムクロリド)構造の間に入り込み、曳糸性を抑制する
と考えられる。
【００１１】
（結晶セルロース）
　本発明の皮膚洗浄料は、平均粒子径１００μｍ以下の結晶セルロースを含有する。
　結晶セルロースとは、ＣＡＳ番号９００４－３４－６であり、繊維性植物からパルプと
して得たα－セルロースを鉱酸で部分的に解重合し、精製した成分である。
　結晶セルロースは、加工方法により、大きさ及び形状が異なるが、平均粒子径１００μ
ｍ以下の結晶セルロースであれば、本発明の皮膚洗浄料には、特に限定されずに用いるこ
とができる。
【００１２】
　本発明の皮膚洗浄料に用いる結晶セルロースの平均粒子径は、１００μｍ以下である。
　結晶セルロースの平均粒子径が１００μｍより大きい場合には、皮膚刺激性又は異物感
が感じられたり、皮膚洗浄料の経時安定性が悪化したりするため好ましくない。
　結晶セルロースの平均粒子径は、曳糸性抑制、皮膚洗浄料の経時安定性の観点から、２
０μｍ～１００μｍであることが好ましく、５０μｍ～９０μｍであることがより好まし
く、５０μｍであることがさらに好ましい。
　本明細書において、結晶セルロースの平均粒子径は、原料のカタログ値を参照する。
【００１３】
　結晶セルロースの形状は、繊維状、球状、板状及び不定形のいずれであってもよい。中
でも、結晶セルロースの形状は、皮膚洗浄料の泡立ち、泡持ち及び泡質向上の観点から繊
維状であることが好ましい。
　より具体的には、結晶セルロースの長径短径比（Ｌ／Ｄ比）が１．５以上であることが
好ましく、２以上であることがより好ましく、２．８以上であることが更に好ましい。
　なお、長径短径比は、結晶セルロースの長軸方向の長さをＬ、短軸方向の長さをＤとし
たとき、Ｌ／Ｄで表される。長径短径比は、顕微鏡で結晶セルロースを拡大し、任意に１
０個の結晶セルロースを選択してＬ／Ｄを測定して、その測定値の算術平均値をとったも
のである。
　このとき、長軸方向の長さは、観察される結晶セルロースを二本の平行線Ａ、Ａ’で接
するように挟んだとき、その間隔が最も大きくなる場合のＡ－Ａ’間の距離であり、短軸
方向の長さは、長軸方向の長さを決める二本の平行線Ａ、Ａ’に対して垂直な二本の平行
線Ｂ、Ｂ’で結晶セルロースに接するよう挟んだときのそのＢ－Ｂ’間の距離である。
【００１４】
　結晶セルロースは、かさ密度が０.１～０．５であることが好ましく、かさ密度が０．
１～０．４３であることがより好ましく、かさ密度が０．１２～０．２１であることがさ
らに好ましい。
　なお、結晶セルロースのかさ密度は、第１６改正日本薬局方に記載の方法に従い測定す
ることができる。
【００１５】
　結晶セルロースは、市販品を用いることもできる。市販品としては、例えば、セオラス
ＫＧ－８０２、１０００；セオラスｐＨ－１０１、１０１Ｄ、１０２、２００、３０１、
３０１Ｄ、３０２、Ｆ２０ＪＰ；セオラスＵＦ－７０２、７１１（商品名、何れも旭化成
ケミカルズ社製）等が挙げられる。
　結晶セルロースは、いずれかの種類を１種単独で使用してもよく、２種以上を併用して
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もよい。
【００１６】
　結晶セルロースの含有量は、曳糸性と経時安定性の観点から、皮膚洗浄料の全質量に対
して、０．０１質量％～１０質量％であることが好ましく、０．０１質量％～５質量％で
あることがより好ましく、０．０５質量％～１質量％であることが更に好ましい。
【００１７】
（ポリクオタニウム－７）
　本発明の皮膚洗浄料は、ポリクオタニウム－７を含有する。
　ポリクオタニウム－７は、ＣＡＳ番号２６５９０－０５－６である、アクリル酸アミド
とジメチルジアリルアンモニウムクロリドから得られる４級アンモニウム塩の重合体であ
る。
　ポリクオタニウム－７は、市販品を用いることもできる。市販品としては、例えば、マ
ーコート５５０（Ｌｕｂｒｉｚｏｌ社製）、リポフローＭＮ（ライオン社製）等が挙げら
れる。
【００１８】
　ポリクオタニウム－７の含有量は、泡持ち、泡質、洗い上がりの保湿感の観点から、皮
膚洗浄料の全質量に対して、０．０１質量％～５質量％であることが好ましく、０．０５
質量％～３質量％であることがより好ましく、０．１質量％～１質量％であることが更に
好ましい。
【００１９】
　結晶セルロースとポリクオタニウム－７との含有割合は、質量基準で、結晶セルロース
とポリクオタニウム－７が１：５～２０：１であることが好ましい。結晶セルロースとポ
リクオタニウム－７との含有割合をこの範囲内にすることで、ポリクオタニウム－７によ
って生じる曳糸性を効率よく抑制することができる。
　また、結晶セルロースとポリクオタニウム－７との含有割合は、質量基準で、結晶セル
ロースとポリクオタニウム－７が１：２～１０：１であることがさらに好ましい。
【００２０】
（高級脂肪酸塩）
　本発明の皮膚洗浄料は、炭素原子数８～２２の高級脂肪酸塩（以下、「高級脂肪酸塩」
とも称する。）を含有する。
　高級脂肪酸塩は、脂肪族炭化水素基と、カルボキシル基と、塩基とから構成される。
　脂肪族炭化水素基は、炭素原子数が７～２１の脂肪族炭化水素基であればよく、飽和又
は不飽和、直鎖状又は分岐鎖状のいずれであってもよい。
　高級脂肪酸としては、具体的には、ラウリン酸、ミリスチン酸、パルミチン酸、ステア
リン酸、アラキドン酸、ベヘン酸、イソステアリン酸、オレイン酸、２－パルミトレイン
酸、ペトロセリン酸、エライジン酸、リシノール酸、リノール酸、リノエライジン酸、リ
ノレン酸、ヤシ油脂肪酸、パーム核油脂肪酸、牛脂脂肪酸等が挙げられる。
【００２１】
　また、高級脂肪酸の対イオンの塩基としては、ナトリウム、カリウム、マグネシウム等
の無機塩基、アンモニウム、モノエタノールアミン、ジエタノールアミン、トリエタノー
ルアミン、２－アミノ－２－メチルプロパノール、２－アミノ－２－メチルプロパンジオ
ール等のアルカノールアミン、リジン、アルギニン等の塩基性アミノ酸等が挙げられ、中
でもナトリウム、カリウム等のアルカリ金属が好ましい。
【００２２】
　高級脂肪酸塩は、脂肪酸塩として皮膚洗浄料中に配合してもよいし、脂肪酸と塩基性成
分とを独立に皮膚洗浄料に配合して組成物中で脂肪酸塩を形成させてもよい。
　高級脂肪酸と、塩基との組み合わせとしては、ミスチリン酸とカリウムとの組み合わせ
、パルミチン酸とカリウムとの組み合わせ、ステアリン酸とカリウムとの組み合わせ、ラ
ウリル酸とカリウムとの組み合わせが好ましい。
　高級脂肪酸塩は、いずれかの種類を１種単独で使用してもよく、２種以上を併用しても
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よい。
【００２３】
　高級脂肪酸塩の含有量は、泡立ち、経時安定性の観点から、皮膚洗浄料の全質量に対し
て、１５質量％～６０質量％であることが好ましく、２０質量％～５０質量％であること
がより好ましく、２５質量％～３５質量％であることが更に好ましい。
【００２４】
（多価アルコール）
　本発明の皮膚洗浄料は、多価アルコールを含有する。
　多価アルコールとしては、２価以上のアルコールであれば特に限定されずに用いること
ができる。
　多価アルコールとしては、例えば、グリセリン、ジグリセリン、トリグリセリン、ポリ
グリセリン、３－メチル－１，３－ブタンジオール、１，３－ブチレングリコール、イソ
プレングリコール、ポリエチレングリコール、１，２－ペンタンジオール、１，２－ヘキ
サンジオール、プロピレングリコール、ジプロピレングリコール、エチレングリコール、
ジエチレングリコール、ネオペンチルグリコール、プロパンジオール、グルコシド、グリ
セリルグルコシド、トレハロース、グリコシルトレハロース、キシリトール、フルクトー
ス、ラクトース、トリメチルグリシン、ソルビトール、マルチトール等が挙げられる。
　これらの多価アルコールの中でも、洗い上がりの保湿感、経時安定性の観点から、グリ
セリン、１，３－ブチレングリコール、ポリエチレングリコール（平均分子量が１０，０
００以下）、グルコシルトレハロース、ソルビトール、グリセリルグルコシドが好ましい
。
　多価アルコールは、市販品を用いることもできる。市販品としては、例えば、日油社製
のＰＥＧ－６、２０、３２、新日本理化社製のグリセリン等が挙げられる。
　多価アルコールはいずれかの種類を１種単独で使用してもよく、２種以上を併用しても
よい。
【００２５】
　多価アルコールの含有量は、使用感及び経時安定性の観点から、皮膚洗浄料の全質量に
対して５質量％～６０質量％が好ましく、より好ましくは１０質量％～５０質量％、更に
好ましくは１５質量％～５０質量％である。
【００２６】
（クレイ）
　本発明の皮膚洗浄料は、さらにクレイを含有することが好ましい。クレイを含有するこ
とにより、皮膚洗浄料は洗浄性に優れる。
　クレイとは、含水珪酸アルミニウムを主成分とする天然の鉱石から工業的に精製した成
分を意味する。また、クレイは吸油性及び／又は水膨潤性を示す成分であることが好まし
い。
　クレイとしては、具体的には、カオリン、タルク、マイカ、ベントナイト、モンモリロ
ナイト、サポナイト及びヘクトライト等が挙げられる。
　中でも、クレイとしては、洗浄性、原料としての汎用性の観点から、カオリン及びタル
クが好ましい。
【００２７】
　クレイは、市販品を用いることもできる。市販品としては、例えば、カオリン（商品名
カラークレイシリーズ、マツモト交商社製）、カオリン（商品名２７４７　Ｋａｏｌｉｎ
　ＵＳＰ　ＢＣ、伊那貿易商会社製）、タルク（商品名タルクＪＡシリーズ、浅田製粉社
製）等が挙げられる。
　クレイは、いずれかの種類を１種単独で使用してもよく、２種以上を併用してもよい。
【００２８】
　クレイの含有量は、洗浄性、経時安定性の観点から、皮膚洗浄料の全質量に対して０．
０１質量％～１０質量％が好ましく、より好ましくは０．０５質量％～５質量％、更に好
ましくは０．１質量％～２質量％である。
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【００２９】
（非イオン性界面活性剤）
　本発明の皮膚洗浄料は、さらに炭素原子数８～２２の直鎖状脂肪酸エステル構造を有す
る非イオン性界面活性剤（以下、「非イオン性界面活性剤」とも称する。）を含有するこ
とが好ましい。非イオン性界面活性剤を含有することにより、皮膚洗浄料は泡持ち、経時
安定性がさらに優れる。
　非イオン性界面活性剤は、炭素原子数８～２２の直鎖状脂肪酸エステル構造を有する。
　炭素原子数８～２２の直鎖状脂肪酸としては、具体的には、ラウリン酸、ミリスチン酸
、パルミチン酸、ステアリン酸、ベヘン酸、オレイン酸、リノール酸等が挙げられる。
　中でも、ステアリン酸、パルミチン酸、ミリスチン酸、ラウリン酸のエステル構造を有
する非イオン性界面活性剤が、経時安定性の観点から好ましい。
【００３０】
　非イオン性界面活性剤は、市販品を用いることもできる。市販品としては、例えば、ス
テアリン酸グリセリル（商品名ＮＩＫＫＯＬ　ＭＧＳシリーズ、日光ケミカルズ社製）、
ミリスチン酸グリセリル（商品名ＮＩＫＫＯＬ　ＭＧＭ、日光ケミカルズ社製）、パルミ
チン酸グリセリル（商品名ＥＭＡＬＥＸ　ＧＭＳ-Ｐ、日本エマルジョン社製）等が挙げ
られる。
　非イオン性界面活性剤は、いずれかの種類を１種単独で使用してもよく、２種以上を併
用してもよい。
【００３１】
　非イオン性界面活性剤の含有量は、泡持ち、経時安定性の観点から、皮膚洗浄料の全質
量に対して、０．０１質量％～１０質量％であることが好ましく、０．１質量％～５質量
％であることがより好ましく、０．５質量％～２質量％であることが更に好ましい。
【００３２】
（コンディショニング剤）
　本発明の皮膚洗浄料は、さらにコンディショニング剤を含有することが好ましい。コン
ディショニング剤を含有することにより、皮膚洗浄料は洗い上がりの保湿感がさらに優れ
る。
　コンディショニング剤とは、皮膚のうるおいを保持し、皮膚を柔軟にするようなコンデ
ィショニング効果（エモリエント効果）を付与するために有用な成分を意味する。
　コンディショニング剤としては、コンディショニング効果を付与できるものであれば特
に制限されるものではなく、水溶性コンディショニング剤及び油溶性コンディショニング
剤のいずれを用いることもできる。
【００３３】
　水溶性コンディショニング剤としては、例えば、尿素、グアニジン、ヒアルロン酸、ア
ロエベラ成分、キチン等が挙げられる。
【００３４】
　油溶性コンディショニング剤としては、例えば、鉱油、ペテロラタム、Ｃ７～Ｃ４０分
岐鎖炭化水素、Ｃ１～Ｃ３０カルボン酸のＣ１～Ｃ３０アルコールエステル、Ｃ２～Ｃ３

０ジカルボン酸のＣ１～Ｃ３０アルコールエステル、Ｃ１～Ｃ３０カルボン酸のモノグリ
セリド、Ｃ１～Ｃ３０カルボン酸のジグリセリド、Ｃ１～Ｃ３０カルボン酸のトリグリセ
リド、Ｃ１～Ｃ３０カルボン酸のエチレングリコールモノエステル、Ｃ１～Ｃ３０カルボ
ン酸のエチレングリコールジエステル、Ｃ１～Ｃ３０カルボン酸のプロピレングリコール
モノエステル、Ｃ１～Ｃ３０カルボン酸のプロピレングリコールジエステル、糖のＣ１～
Ｃ３０カルボン酸モノエステル及びポリエステル、ポリジアルキルシロキサン、ポリジア
リールシロキサン、ポリアルカリルシロキサン、珪素原子３～９個を有するシクロメチコ
ン、ポリプロピレングリコールＣ４～Ｃ２０アルキルエーテル、ジＣ８～Ｃ３０アルキル
エーテル、フィトステリルエステル、コレステリルエステル、ホホバ種子油、シア脂油、
マカダミアナッツ油、ワセリン等が挙げられる。
【００３５】
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　フィトステリルエステルとしては、イソステアリン酸フィトステリル、Ｎ－ラウロイル
グルタミン酸ジ（フィトステリル・オクチルドデシル）、ヒドロキシステアリン酸フィト
ステリル等が好ましい。
【００３６】
　これらのコンディショニング剤の中でも、泡持ち、洗い上がりの保湿感、経時安定性の
観点で、イソステアリン酸フィトステリル、ラウロイルグルタミン酸ジ（フィトステリル
／オクチルドデシル）、ホホバ種子油、シア脂油、マカダミアナッツ油、ワセリンがより
好ましい。また、経時安定性の観点から、イソステアリン酸フィトステリル及びシア脂油
が更に好ましい。
【００３７】
　コンディショニング剤は、市販品を用いることもできる。市販品としては、例えば、イ
ソステアリン酸フィトステリル（商品名フィトステリルイソステアレート、タマ化学社製
）、シア油脂（商品名Ｓｈｅａ　Ｏｉｌ、伊那貿易商会社製）等が挙げられる。
　コンディショニング剤は、いずれかの種類を１種単独で使用してもよく、２種以上を併
用してもよい。
【００３８】
　コンディショニング剤の含有量は、洗い上がりの保湿感、経時安定性の観点から、皮膚
洗浄料の全質量に対して、０．０１質量％～１０質量％であることが好ましく、０．１質
量％～５質量％であることがより好ましく、０．１質量％～２質量％であることが更に好
ましい。
【００３９】
（その他成分）
　本発明の皮膚洗浄料は必要に応じて、皮膚洗浄料用添加剤として公知な成分を含有して
もよい。皮膚洗浄料用添加物として公知の成分としては、保湿成分、洗浄成分、抗炎症成
分、殺菌成分、着色剤、酸化防止剤、防腐剤等として機能しうる成分が挙げられ、１つの
成分が２つ以上の機能を担うものであってもよい。
　保湿成分としては、保湿性成分として機能し得る成分であればよく、好ましくは、加水
分解水添デンプン、乳酸桿菌発酵液、セイヨウナシ果汁発酵液、ヒオウギエキス、ビルベ
リー葉エキス、アーティチョーク葉エキス等が挙げられる。
　洗浄成分としては、洗浄性成分として機能し得る成分であればよく、例えば、ココイル
メチルタウリンＮａ、ラウロイルグルタミン酸Ｎａ等が挙げられる。
　抗炎症成分としては、抗炎症成分として機能し得る成分であればよく、例えば、グリチ
ルレチン酸ステアリル、β-グリチルリチン酸、グリチルレチン酸、アラントイン、トラ
ネキサム酸等が挙げられる。
　殺菌成分としては、殺菌成分として機能し得る成分であればよく、例えば、サリチル酸
、イオウ、イソプロピルメチルフェノール等が挙げられる。
　着色剤としては、例えば、酸化チタン、カラメル、酸化鉄、銅クロロフィリンＮａ等が
挙げられる。
　酸化防止剤としては、例えば、トコフェロールおよびその誘導体、アスコルビン酸およ
びその誘導体、アスタキサンチン等が挙げられる。
　防腐剤としては、例えば、パラベン、プロピルパラベン、フェノキシエタノール、ＥＤ
ＴＡ等が挙げられる。
　また、この他の成分として、必要に応じて、酢酸トコフェロール、パントテニルアルコ
ール、塩酸ピリドキシン、ニコチン酸アミド、尿素、アルブチン、アスコルビン酸グルコ
シド、アスコルビン酸リン酸マグネシウム等を含有していてもよい。
　これらのその他成分の含有量は、例えば、皮膚洗浄料の全質量に対して、０．００１質
量％～１０質量％であることが好ましく、０．０１質量％～５質量％であることがより好
ましく、０．１質量％～３質量％であることが更に好ましい。
【００４０】
　本発明の皮膚洗浄料は、洗顔用洗浄料、ボディ用洗浄料として用いることが好ましい。
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【００４１】
　本発明の皮膚洗浄料の製造方法は、特に制限されず、公知の方法に従い製造することが
可能である。例えば、本発明の皮膚洗浄料に必須の成分及び必要に応じて添加可能な任意
の成分を、スターラー、インペラー攪拌又はホモミキサー等を用いて、混合等して得るこ
とができる。
【実施例】
【００４２】
　以下に実施例で本発明を更に具体的に説明する。以下に説明する実施の形態は本発明の
構成の例であり、本発明は、以下の実施の形態に制限されるものではない。なお、以下の
記載で「％」表示してあるものは、特に断らない限り質量基準である。
【００４３】
［実施例１～２１、比較例１～５］
　表１～表４に示す処方に基づいて、実施例１～２１及び比較例１～５の皮膚洗浄料を常
法に従って調製した。
　なお、表中、数値の単位は質量％であり、「－」は、未配合を示す。
　調製した皮膚洗浄料について、〔１〕泡立ち、泡の持続性、泡質、〔２〕洗浄中の感触
、洗い上がりの保湿感、及び〔３〕製剤安定性について、以下に記載した評価基準にて評
価した。評価結果を表１～表４に示す。
【００４４】
　なお、表１～表４に示される各成分の詳細は、以下の通りである。
　結晶セルロース；ＫＧ１０００は、平均粒子径が５０μｍであり、長径短径比（Ｌ／Ｄ
）が３．５である。
　結晶セルロース；ＫＧ８０２は、平均粒子径が５０μｍであり、長径短径比（Ｌ／Ｄ）
が２．８である。
　結晶セルロース；ｐＨ１０１は、平均粒子径が５０μｍであり、長径短径比（Ｌ／Ｄ）
が１．８である。
　結晶セルロース；ｐＨ１０２は、平均粒子径が９０μｍであり、長径短径比（Ｌ／Ｄ）
が１．５である。
　結晶セルロース；ＵＦ７０２は、平均粒子径が９０μｍであり、長径短径比（Ｌ／Ｄ）
が１．５である。
　結晶セルロース；ＵＦ７１１は、平均粒子径が５０μｍであり、長径短径比（Ｌ／Ｄ）
が１．８である。
　結晶セルロース；ＣＰ１０２は、平均粒子径が１０６μｍ～２１２μｍであり、長径短
径比（Ｌ／Ｄ）が１である。
　結晶セルロース；ＣＰ５０７は、平均粒子径が５００μｍ～７１０μｍであり、長径短
径比（Ｌ／Ｄ）が１である。
【００４５】
　ポリクオタニウム-７は、Ｌｕｂｒｉｚｏｌ社製ＭＥＲＱＵＡＴ５５０を使用した。
　グルコシルトレハロースは、林原社製トルナーレを使用した。
　カオリンは、マツモト交商社製ホワイトクレイを使用した。
【００４６】
〔１〕泡立ち、泡の持続性、及び泡質の評価
　実施例１～２１及び比較例１～５の皮膚洗浄料の１ｖ／ｖ％水溶液（４００ｍＬ）を調
製し、ホモジナイザーで、４５００ｒｐｍで１分間攪拌後、攪拌直後の泡量と泡質、１０
分後の泡量を測定し、以下の評価基準によって評価した。なお、泡質は目視により評価し
た。
【００４７】
－泡立ち評価基準－
　Ｓ：泡量が１５５０ｍＬ以上
　Ａ：泡量が１５００ｍＬ以上から１５５０ｍＬ未満
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　Ｂ：泡量が１４５０ｍＬ以上から１５００ｍＬ未満
　Ｃ：泡量が１４５０ｍＬ未満
【００４８】
－泡持ち評価基準－
　Ａ：１０分後の泡量減少が３ｖ／ｖ％以内
　Ｂ：１０分後の泡量減少が３ｖ／ｖ％より多く６ｖ／ｖ％以内
　Ｃ：１０分後の泡量減少が６ｖ／ｖ％より多い
【００４９】
－泡質評価基準－
　Ａ：キメの細かい泡が均一にそろっている
　Ｂ：キメの細かい～中サイズの泡
　Ｃ：中～大サイズの泡
【００５０】
　〔２〕パネル評価（曳糸性、洗浄中の感触、洗い上がりの保湿感）
　実施例１～２１及び比較例１～５の皮膚洗浄料をヒンジキャップ付きチューブ型容器に
充填し、洗顔フォームを作製した。作製した洗顔フォームについて、専門パネル１０名に
より、実際に顔面を洗浄してもらい、使用時の糸引き（曳糸性）、洗浄中の触感（皮膚刺
激、異物感）、洗い上がりの保湿感について、以下の評価基準によって評価した。
【００５１】
－曳糸性評価基準－
　Ａ：１０名中、０～２名が「糸引きで容器が汚れた」と答えた
　Ｂ：１０名中、３～６名が「糸引きで容器が汚れた」と答えた
　Ｃ：１０名中、７名以上が「糸引きで容器が汚れた」と答えた
【００５２】
－洗浄中の触感評価基準－
　Ａ：１０名中、０名が「皮膚刺激又は異物感がある」と答えた
　Ｂ：１０名中、１～４名が「皮膚刺激又は異物感がある」と答えた
　Ｃ：１０名中、５名以上が「皮膚刺激又は異物感がある」と答えた
【００５３】
－洗い上がりの保湿感評価基準－
　Ａ：１０名中、７名以上が「洗い上がりがサッパリし、且つ適度な保湿感がある」と答
えた
　Ｂ：１０名中、４～７名が「洗い上がりがサッパリし、且つ適度な保湿感がある」と答
えた
　Ｃ：１０名中、３名以下が「洗い上がりがサッパリし、且つ適度な保湿感がある」と答
えた
【００５４】
〔３〕経時安定性
　実施例１～２１及び比較例１～５の皮膚洗浄料を透明ガラス容器に充填し、４℃および
３５℃の恒温槽にそれぞれ１ヶ月保管した。保管後の皮膚洗浄料の性状を硬度評価および
目視観察して、以下の評価基準によって評価した。
　保管前と保管後の皮膚洗浄料の硬度測定は、ＦＵＤＯＨ　レオメーターにより行った。
【００５５】
－硬度評価基準－
　Ａ：硬度変化なし乃至３０ｇ以内の硬度変化
　Ｂ：３０ｇより多く乃至５０ｇ以内の硬度変化
　Ｃ：５０ｇより多い硬度変化
【００５６】
－目視観察評価基準－
　Ａ：分離又は析出が全く見られない
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　Ｂ：僅かに分離又は析出が見られる
　Ｃ：明らかに分離又は析出が見られる
【００５７】
【表１】

【００５８】
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【表２】

【００５９】
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【表３】

【００６０】
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【表４】

【００６１】
　表１～表４に示す結果から明らかなように、実施例の皮膚洗浄料は、泡立ちに優れ、洗
い上がりのツッパリ感及び使用時の糸引きによる容器の汚れが抑制され、良好な泡立ち、
泡持ち、泡質、経時安定性を示すことが明らかになった。
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